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岩
手
県
東
日
本
大
震
災
津

波
追
悼
式 

三
月
十
一
日
（
月
）
、
盛
岡

市
の
ト
ー
サ
イ
ク
ラ
シ
ッ
ク

ホ
ー
ル
岩
手
で
開
催
さ
れ
た

「
岩
手
県
東
日
本
大
震
災
津

波
追
悼
式
」
に
お
い
て
、
本
校

二
年
生
の
渡
邊
翔
真
君
が
、

「
未
来
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
を

読
み
上
げ
ま
し
た
。 

岩
手
県
の
追
悼
式
は
、
こ
れ

ま
で
沿
岸
の
自
治
体
と
合
同

で
実
施
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

今
年
は
盛
岡
市
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
国
歌
斉
唱
、
黙
と
う
、

知
事
に
よ
る
式
辞
、
来
賓
に
よ

る
追
悼
の
辞
に
続
い
て
、
渡
邊

君
に
よ
り
、
「
未
来
へ
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
」
が
読
み
上
げ
ら
れ
ま

し
た
。
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
全
文
を

ｎ
ｏ
ｔ
ｅ
に
掲
載
し
て
お
り

ま
す
。
ぜ
ひ
ご
覧
下
さ
い
。 
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東
日
本
大
震
災
メ
モ
リ
ア

ル
行
事 

 

三
月
十
一
日
（
月
）
、
本
校

で
は
「
東
日
本
大
震
災
メ
モ
リ

ア
ル
行
事
」
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
東
日
本
大
震
災
に
合
わ
せ

て
毎
年
行
っ
て
い
る
行
事
で

す
。 

 

黙
と
う
、
校
長
挨
拶
の
後
、

東
日
本
大
震
災
と
そ
の
後
の

復
興
の
歴
史
に
つ
い
て
、
担
当

か
ら
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
現

在
の
高
校
生
は
、
当
時
は
保
育

園
の
年
齢
で
す
の
で
、
震
災
当

時
の
記
憶
が
な
い
生
徒
も
お

り
ま
す
。
主
に
、
東
日
本
大
震

災
で
の
高
田
高
校
の
被
害
と

支
援
、
復
興
の
概
要
に
つ
い
て

説
明
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

後
半
は
、
陸
前
高
田
市
在
住 

令
和
五
年
度
卒
業
式 

 
 

三
月
一
日
（
金
）
、
佐
々
木

拓
陸
前
高
田
市
長
様
、
中
野
貴

徳
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
様
を
は
じ
め

と
し
た
方
々
を
ご
来
賓
と
し

て
お
迎
え
し
、
卒
業
式
が
挙
行

さ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
寒
か
っ

た
で
す
が
、
緊
張
や
う
れ
し
さ

の
気
持
ち
が
交
じ
っ
た
よ
い

雰
囲
気
の
中
で
式
は
進
ん
で

い
き
ま
し
た
。
送
辞
や
答
辞
も

立
派
で
し
た
。 

 

三
年
生
一
一
三
名
が
高
田

高
校
か
ら
元
気
よ
く
巣
立
っ

て
い
き
ま
し
た
。 

ご
卒
業
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。 

の
防
災
士
で
あ
る
武
蔵
野
美

和
さ
ん
を
講
師
に
お
迎
え
し

て
「
パ
ラ
コ
ー
ド
作
成
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
」
が
実
施
さ
れ
ま
し

た
。
今
回
は
ト
ナ
リ
ノ
さ
ん
が

企
画
・
実
施
す
る
陸
前
高
田
市

「
ア
ー
ト
交
流
」
事
業
と
の
共

催
で
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

パ
ラ
コ
ー
ド
と
は
、
パ
ラ
シ

ュ
ー
ト
に
使
わ
れ
る
ナ
イ
ロ

ン
の
繊
維
で
非
常
に
丈
夫
な

も
の
で
す
。
編
ん
で
ア
ク
セ
サ

リ
ー
を
作
り
、
持
ち
出
し
用
の

バ
ッ
グ
な
ど
に
備
え
て
お
く

と
、
様
々
な
用
途
に
使
え
る
と

い
う
も
の
で
す
。 

 

本
校
で
は
毎
年
こ
の
時
期

に
、
こ
の
よ
う
な
活
動
を
通
し

て
、
防
災
や
減
災
、
備
え
る
こ

と
に
つ
い
て
考
え
る
活
動
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。 

終
業
式
・
離
任
式 

二
一
日
（
木
）
、
賞
状
伝
達

式
、
終
業
式
、
離
任
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
賞
状
伝
達
式
で

は
、
こ
の
間
、
生
徒
が
表
彰
さ

れ
た
内
容
に
つ
い
て
紹
介
さ

れ
、
代
表
し
て
、
女
子
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
部
が
賞
状
を
受
け
取

り
ま
し
た
。 

終
業
式
の
校
長
講
話
で
は
、

自
分
に
自
信
を
持
つ
こ
と
と

約
束
を
守
る
こ
と
の
関
係
性
、

人
と
の
約
束
も
あ
る
が
、
自
分

に
対
し
て
の
約
束
も
あ
る
、
と

い
っ
た
内
容
か
ら
話
が
展
開

さ
れ
ま
し
た
。 

終
業
式
の
後
、
離
任
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
本
校
で
は
、
こ

の
三
月
で
九
名
の
教
職
員
が

転
退
職
し
ま
す
。
離
任
者
紹
介

の
後
、
離
任
者
挨
拶
、
生
徒
代

表
挨
拶
、
花
束
贈
呈
が
行
わ 

れ
、
離
任
者
に
向
け
て
の
エ
ー

ル
が
送
ら
れ
ま
し
た
。 

 

離
任
者
の
皆
様
、
こ
れ
ま
で

高
田
高
校
の
た
め
に
ご
尽
力

い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
新
天
地
で
の
ご
活

躍
を
祈
念
し
て
ま
す
。 
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